






要約:全体研究として、全国の主要な NICU 施設(166 施設)に対して脳室周囲白質軟化症

(PVL)のアンケート調査を実施した。1993 年と 1994 年出生例で見ると 33 週未満の低出生

体重児における PVL の頻度はエコーで 4.9%、MRI で 7.7%であり、約 2/3 はエコーで診断

され、残りの約 1/3 が MRI で診断されていた。エコー診断でみると、1990 年と 1991 年出

生例で 4.8%から 1993 年と 1994 年で 4.9%へ、同様に CT/MRI 検査で 7.9%から 9.1%と不変

もしくはやや増加傾向であった。個別研究成果として、側脳室最大径/大脳横径比(V/B

ratio)の測定により PVL の予後判定が可能なること、PVL における West 症候群の発症に

上部脳幹が関与していること、低 CO2血症の関与、無呼吸発作が PVL の原因ではなく合併

症である可能性の示唆、PVL局所における NMDA受容体、NOS 活性の関与の示唆、等が挙げ

られる。


